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Ⅰ．はじめに
わが国で1951年に創刊された保健師専門誌保健師ジャ

ーナル（旧保健師雑誌）に、 “育児不安”をテーマに
した実践報告が1）が初めて掲載されたのは1976年であ
る。1970年代は、コインロッカーに殺害された嬰児遺棄
など、多発する子ども殺害・虐待が母子関係の病理“育
児ノイローゼ”としてマスコミで問題になり、戦後の混
乱期を経た経済発展に伴う都市化・核家族化の中で、従
来“家事・育児は女性の役割”とされてきた母親の育児
環境について社会の関心が向けられた2）。以来、女性の
社会進出・高齢化・少子化の進行により伝統的な育児環
境は急速に変化し、今日の“健やか親子21”においても、
多様な環境下で育児をしている母親の負担や心配ごと・
不安等に対する地域社会による育児支援体制を充実する
ことの重要性がますます強調され、そのエビデンスが求
められている。

ところで、“育児不安”の概念とその測定尺度に関す
る国内の先行文献は、1980年頃から母子保健や精神保健、
保育分野で、マタニティ・ブルー、育児不安、育児スト
レス等多様な切り口で多数報告されているが、その測定
尺度が標準化されていると言いがたい現状がみられる。

本稿では、“育児不安”の概念とその測定尺度に関す
る学術研究の動向と標準化に関する論点を把握する目的
で、1980年以後今日までの“育児不安・育児ストレス”

に関する国内外の文献のうち、その測定尺度の開発に関
する文献を抽出して、測定尺度の考え方と方法、関連要
因の検討課題を考察した。

Ⅱ．研究方法
１．対象文献の選定

文献検索サイトのうち医学中央雑誌Web ver.4、
JDreamⅡ、CINAHL with Full Texで以下の検索を実施
した。

①医学中央雑誌Web ver.4 に掲載された1983～
2007.9.13.のデータから「育児不安」または｢育児ストレ
ス｣の1キーワードで原著論文を検索した。②JDreamⅡ
に掲載された1983～2007.9.13のデータから同様の検索を
した。③CINAHL with Full Text の1983～2007.9.16.に掲
載されたデータから「Parenting stress」のキーワードで
Allied Health, Accreditationを条件に検索した。

２．分析方法

はじめに、医学中央雑誌Web ver.4 （1983～2007.9.13.）
とJDreamⅡ（1983～2007.9.13）、CINAHL with Full Text

（1983～2007.9.16）検索された文献数から、「育児不安」
「育児ストレス」「Parenting stress」に関する原著文献件
数を概観した。

つぎに、医学中央雑誌Web ver.4 （1983～2007.9.13.）
で検索された原著論文453件とCINAHL with Full Text

（1983～2007.9.16.）で検索された原著論文211件につい
て、文献の表題から研究の動向を概観した。

さらに、医学中央雑誌における原著文献のうち、育児
不安または育児ストレスの測定尺度の開発を意図した文
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育児不安・ストレスの測定は、身体疲労、不安・抑うつ、ストレス等の測定尺度が使用・応用され、その信頼性と妥当性、簡便性
が様々な立場から追究されている。近年はストレス理論の影響を受けて「育児不安」よりむしろ「育児ストレス」の概念にもとづく
論文が多くなっている。また、わが国では、欧米に比較して一般乳幼児の母親を対象にした論文が多く、欧米とは社会・文化的背景
の違いがみられる。
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献37件を選び、測定の意図、尺度の構造、関連要因の検
討、他の研究者による使用・応用の状況を分析した。

Ⅲ．結　果
１．国内外における「育児不安」「育児ストレス」に関

する原著論文の概況

医学中央雑誌Web ver.4 （1983～2007.9.13.）の検索で
は、「育児不安」230件、「育児ストレス」204件が各々単
独で、「育児不安」と「育児ストレス」の重複19件、計
453件がヒットした。JDreamⅡ（1983～2007.9.13）では、

「育児不安」106件、「育児ストレス」33件、計139件がヒ
ットした。なお、JDreamⅡでヒットした文献の多くは、
医学中央雑誌Web ver.4でヒットした文献に含まれてい
た。CINAHL with Full Text （1983～2007.9.16）では、

「Parenting stress」のキーワードでAllied Health,
Accreditation計211件がヒットし、「Parenting anxiety」
はヒット0件、「Childcare stress」、「Childcare anxiety 」
各0件であった。

２．国内文献の動向

国内の学術研究の動向は、JDreamⅡに比してヒット
件数の多い医学中央雑誌における「育児不安」「育児ス
トレス」の各キーワードでヒットした原著論文について、
その表題を分析した。

分析対象文献の母親の属性を推定・分類した結果を表
1に示した。最も多いのは一般乳幼児または学童（小中
高校生を含む）の母親258件、総件数の57％で、つぎに
ハイリスク児の母親120件、26.5％、妊産婦・就労等の
母親75件、16.5％であった。また、一般の母親では乳幼
児の母親が最も多く、文献総件453件中179件、総件数の
約40％を占め、乳児または幼児に限定すると各１割弱で
ある。ハイリスク児の母親では未熟児の母親、障害児の
母親、虐待児の母親は各々6～7％で、件数は比較的少な
いが病児や多胎児の母親を対象の論文もみられた。妊産
婦またはハイリスク母親に着眼した論文では、産婦
7.9％、妊婦4％、片親等3.1％、就労1.5％である。論文
のキーワードでは、「育児不安」をキーワードにした論

表1 医学中央雑誌におけるキーワード「育児不安」または「育児ストレス」の原著論文件数（1983年～2007年9月）

表2 医学中央雑誌におけるキーワード「育児不安」または「育児ストレス」原著論文の年次件数（1983年～2007年9月）
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文は一般乳幼児・学童等の母親が、「育児ストレス」を
キーワードにした論文はハイリスク児の母親が多い。

年次的傾向（表2）では、2000年以後、とくに最近５
年間に多い。その傾向は「育児不安」「育児ストレス」
のいずれにもみられるが、「育児不安」をキーワードの
論文は20年以上前からあるのに対し、「育児ストレス」
をキーワードの論文は2000年以後が多く、一般乳幼児・
学童、ハイリスク児、妊産婦またはハイリスクの母親い
ずれも同様である。

３．海外論文の傾向

CINAHL with Full Textでキーワード「Parenting
stress」、Allied Health, Accreditation でヒットした原著
論文総数211件（表3）は、年次的にみると最近5年間の
論文が総数の約60％を占めている。論文の表題から推定
される対象は、ハイリスク児の母親を対象にした論文が
総論文中57.3％と最多で、その内訳は障害児（26.1％）
と病児（22.7％）の母親が大多数を占め、虐待児（4.7％）、
未熟児（2.4％）である。一方、一般乳幼児・学童等の
母親、産婦・就労・リスク母親を対象の論文は各22.3％、
20.4％である。国内文献（医学中央雑誌）と比較してハ
イリスク児の母親や、片親・若年・障害・低所得・移民
等の社会的リスクの高い母親に関する論文が多い傾向に
ある。また、祖父母を対象にした論文もみられた。

４．「育児不安」「育児ストレス」測定尺度開発に関する

文献

検索した文献から「育児不安」「育児ストレス」測定
尺度の開発を論じた論文を選び、測定尺度の構成、関連

要因、他の研究者による応用状況の概要を表4に示した。
1)牧野3）(1983)は、「育児不安は、育児行為の中で一

時的あるいは瞬時的に生じる疑問や心配事ではなく、持
続し、蓄積された不安の状態」と定義し、越河4）が産業
疲労測定に考案した「蓄積的疲労兆候調査票」を参考に

「育児不安尺度」を作成した。この尺度は、育児に関す
る不安徴候の特性を、①一般疲労感、②一般的気力の低
下、③イライラの状態、④育児不安徴候、⑤育児意欲の
低下の５群に分類し、各群にポジテイブ、ネガテイブの
両項目を含めた計14項目を4件法で測定する。総得点は
正規分布に近似し、上位と下位25％タイルの両群間で各
項目の育児不安出現率に有意差があるとして、尺度の有
効性を認めた。また、育児不安は母親が家族以外の人と
話す機会・近所づきあい・社会活動・趣味の時間・夫と
の会話量と関連があり、母親の年齢・母親の職業・家族
形態・子ども数・父子の遊びとは関連がないとした。牧
野の尺度は、近年もしばしば使用され5-9）、尺度開発に
応用されている10-11）。

2）久田12）(1990)は、産婦の育児ストレスを測定する
「Childcare Stress Scale」19項目を作成し、ZungのSDS
との関連を認めた。

3）佐藤13）(1994)は、Lazarus & Folkman(1984)の心理
的ストレスの認知的評価モデルを参考に、“子ども関連
ストレス”すなわち子どもについての素朴な評価（脅
威・危険の知覚）に基づくネガテイブな経験、“母親関
連育児ストレス”すなわち母親がストレスフルと評価し
た事態（子どもの発熱や人見知りなど）への対処可能性
とサポートへの期待等を期待した上での事態への否定的
な評価・ネガテイブな経験で構成する「育児関連ストレ

表3 CINAHLにおけるキーワード「parenting stress」原著論文の年次別件数（1990年～2007年9月）
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表4 育児不安・育児ストレス測定尺度の開発に関する文献一覧
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ス質問紙」28項目を、4件法で測定し、ZungのSDSと中
程度の関連を認めた。

育児関連ストレスは、子ども関連ストレスが母親関連
育児ストレスに影響し、それが抑うつ重症度に影響する
というモデルの妥当性を支持するとした。また、子ども
関連ストレス測定項目は子どもの発達段階を考慮する必
要性を指摘した。佐藤の尺度は、吉田14）（2004）、今村15）

（2004）、堀田16）（2005）に使用されている。
4）岡野17）(1996)は、1987年にCox18）（1987）らが産

後うつ病スクリーニング・テストとして開発したエジン
バラ産後うつ病自己評価票（EPDS）の「日本版

（JEPDS）」を作成した。EPDSは英米で臨床的有効性が
検証され、欧米を中心に11か国語に翻訳され、過去７日
間の感じ10項目を、4件法で評価する。JEPDSは、カッ
トオフ・ポイントを8/9に設定した場合、鋭敏度は0.75、
特異度は0.93で他の区分点より高値を示し、日本の母子
精神保健の臨床での有用としている。信頼性は再テスト
法による順位相関係数0.92、Cronbachのα係数0.78であ
る。実際にJEPDSを用いた実践報告20）は多数みられる。

5）佐々木21）(1991)は、彼の先行研究から育児ノイロ
ーゼ・育児不安・育児ストレス等による親のバアーンア
ウト・チェックを目的に「Child Rearing Burnout」測定
尺度を作成した。因子分析による構造化・標準化により、
①不安・気分変化7項目、②身体的な疲労と不安及び気
分の変化7項目、③人づきあい4項目、④家族関係4項目、
⑤子育ての不安・心配3項目、⑥子育てと子どもへの感
情5項目、⑦新しいことへの意欲3項目、計33項目を抽出
した。

6）田中昭夫 10）( 1 9 9 7 )は、心理ストレス理論
（Lazarusu,1990）に基づき、育児不安は育児に対する脅
威的・否定的評価（子どもの育てにくさの評価）の結果
生じるとして、牧野3）の育児不安尺度５項目と佐々木21）

Child Rearing Burnout尺度10項目の計15項目の「育児不
安尺度」を再構成し妥当性を検討した。因子分析の結果、
２因子すなわち育児不安因子10項目、子どもへの否定的
感情因子５項目を構造化し、信頼性・妥当性を認めた。
また、育児不安尺度は身体疲労、精神疲労、夫や家族へ
の否定的感情と中程度の有意な正の相関を、日常的混乱
と比較的低い正の相関を認めた。田中の尺度は、輿石22）

原口23）他により育児不安関連要因検討の研究に使用さ
れている。

7）八幡9）(1999)は、国内で使用されている育児不安
尺度は計量的検討がないことを指摘し、牧野3)の育児不
安尺度を①育児をすることのゆとり、②母親の時間のゆ
とり、③母親が子どもに対するゆとりの3概念に再構
成・改訂した「育児不安尺度」を、多次元尺度法により
8項目を抽出、α係数0.77、各項目間の相関係数0.46-0.77
で妥当性と信頼性を認めた。また、従来から繰り返し指
摘されている要因のみでは育児不安のほとんどの部分が
説明できないとして、幅広い育児不安の要因を包括的に

検討する必要性を指摘した。
8)奈良間24)(1999)は、米国のAbidin RR25)(1983)が開

発、病児の親のストレス測定に広く使用されている
Parenting Stress Index(PSI)101項目を日本の乳幼児健診
来所者を対象に吟味し、子どもの特徴に関わるストレス
に関する下位尺度７、親自身に関わるストレス関する下
位尺度８で構成する計78項目の「日本版Parent ing
Stress Index(JPSI)」を作成した。そのα係数は全項目で
0.94、下位尺度0.64-0.86、検査・再検査の各総得点相関
係数0.83で、内部統一性と安定性を認めた。

9)中島27)(1999)は、Lazarusのストレス理論から、母親
の児に対するネガテイブな感情８項目、社会活動の制限
８項目、計13項目の「育児負担感指標」を設定、リカー
ト5件法の尺度で、標本をランダムに２分割し、因子構
造モデルの暫定と評価、α係数による妥当性と信頼性を
認めた。同様に清水29)(2001)も、Lazarusのストレス理
論から、育児に対するネガテイブな感情に焦点を当てた

「育児ストレス尺度」の開発を試みている。また、その
応用を試みた報告30,31)もみられる。

10)川井32)(1999)は、1994年から育児困難感のプロー
フィール評価尺度を検討し、「子ども総研式・育児支援
質問紙」を作成した。0歳児、１歳児、２歳児､3～6歳児
ごとに育児困難感Ⅰ（自信のなさ、とまどい）、育児困
難感Ⅱ（ネガテイブ・攻撃的感情）と、支援アセスメン
ト（育児、妊娠・出産、母子関係、母親と父親の心、子
の特徴）の測定項目を設定し、因子分析と各領域の項目
群のα係数から、信頼性と妥当性を認めた。

11)藤田28)(2002)は、中島27)の育児負担感指標における
社会的活動制限認知4項目、否定的感情認知７項目、大
日方34)の母親役割受容6項目の計17項目からなる4件法の

「育児負担感尺度」を作成し、母親の精神的健康度およ
び支援ネットワークとの関連を検討した。ソーシャルサ
ポートの認知は、ストレス反応と育児負担感と負の関連
性を示した。

12)田中満由美37)(2003)は、越河4)の「蓄積的疲労徴候
インデックス(CFSI)」の81項目から主婦にそぐわない６
項目を削除して、幼児の母親の疲労度と夫等の育児支援、
社会資源利用との関連を検討した。

Ⅳ．考　察
１．育児不安に関する国内外の研究の動向

今回の文献検討から、育児不安に関する研究は国内外
に共通して近年はストレス理論の影響を受けて「育児不
安」よりむしろ「育児ストレス」の概念を理論枠組みに
した論文が多くなっている。また、国内外の文献の特徴
をみると、わが国では一般乳幼児の母親を対象にした論
文が多いのに比して、欧米では、障害児・病児・未熟児
等のハイリスク児の母親を対象にした論文、片親・若
年・障害・低所得・移民等の社会的リスクの高い母親に
関する論文が多いことが判明した。このことは、わが国
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一般の母親における育児不安・育児ストレス研究におけ
る海外引用文献の少ないことと関連しており、わが国と
他国における育児を取りまく社会・文化的背景や保健医
療体制の違いに起因していると考えられる。

２．育児不安・育児ストレスの測定に関する研究の動向

わが国における育児不安・育児ストレスの測定には、
身体疲労、不安・抑うつ、ストレス等の測定尺度が使用
または応用されているが、その信頼性と妥当性、簡便化
については、いまだ様々な立場から議論と追究がなされ
ている現状が把握された。その方向性は、測定尺度に育
児不安・育児ストレスに関連する要因の測定を含めるの
か、測定目的を育児不安・育児ストレスの強い母親のス
クリーニングに置くのか、育児不安・育児ストレスの強
い母親に対する具体的支援に置くのか等、尺度開発の目
的によって異なると考えられる。さらに、海外で開発さ
れた測定尺度の応用例が少ないのは、前述した国内外の
研究対象および研究目的の違い、国内での標準化におけ
る社会文化的背景の検討課題によると考えられる。

以上、育児不安・育児ストレスの測定にあたっては、
その目的を明確にして、最適な測定尺度を応用して尺度
開発をすすめる必要があると考える。
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